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2. ISO16932 の衝撃試験手順 













幅 90cm ， 高 さ
110cm と定められている。 
3. ISO16932 の日本での適用について 
図 1 の加撃体の衝突位置は，一般の建材（窓，ドア，シャッターなど）用に




































突 位 置 を 設
定 す る 意 味
は全くない。
例 え ば ， ガ
ラ ス に と っ
て は ， 図 1
の (2) と (3)
あ る い は
(4) と (5) の
加 撃 体 に よ
る 衝 撃 は 同






60mil-FL5mm （ 1mil=0.025mm ） を












ラスは無傷であった。加撃体 C の衝撃を受けた場合，図 1 の(2)，(3)の衝突位
置では加撃体が貫通し(1)の場合は幅 1mm 長さ 5mm の小さな開口が生じた。 
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表 2 建築物の分類による試験に要求される加撃体 
防御レベル レベル 1 レベル 2 
構造体の高さ >10m ≦10m >10m ≦10m 
強風ゾーン１(32≦V10＜35) 無 無 A B 
強風ゾーン２(35≦V10＜38) 無 無 A B 
強風ゾーン３(38≦V10＜41) A B A C 
強風ゾーン４(41≦V10) A B B C 
     
防御レベル レベル 3 レベル 4 
構造体の高さ >10m ≦10m >10m ≦10m 
強風ゾーン１(32≦V10＜35) C C C D 
強風ゾーン２(35≦V10＜38) C C C D 
強風ゾーン３(38≦V10＜41) C D D E 
強風ゾーン４(41≦V10) C D D E 
写真 4 加撃体 B の衝撃 写真 5 加撃体 A の衝撃
写真 1 加撃体 B
写真 2 加撃体 A
写真 3 鋼球射出装置
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